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近代的時間の社会学  
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 本論文の問題意識は、社会学における「時間」という主題の等閑視が、「近代的時間」
の自明視ならびにそれにもとづいた幾何学化的な世界認識である「近代的世界像」の自
明視へとつながっているということ、しかしながら近代的世界像では、その「見えるも
のしか見ない」という性格によって、第一に時間的超越としての過去と未来、第二に空
間的超越としての他者が十分に扱えないということにある。本論文の目的は、この問題
を解決するために、近代的世界像とは別様の世界認識の可能性を、近代的時間とは別様
の時間を探究することによって呈示することにある。  
 こうした問題設定のもとに、まず第一部では時間の社会学の諸研究に依拠しながら近
代的時間の対象化を行った。  
 まず第一章では、既存の時間の社会学の諸研究を、それらが近代的時間をどのように
主題化してきたのかという点から検討した。その結果明らかになったのは第一に、時間
の社会学の学説史の概要である。具体的に言えば、時間の社会学は、デュルケームの『宗
教生活の基本形態』に端的に見てとることができるような「近代的時間以外の別の時間
性の探究」という問題設定を長らくとった後、一九七〇年代以降に近代的時間そのもの
の対象化に着手したということである。また第二に、近代的時間に対する時間の社会学
の基本的なパースペクティブが明らかになった。すなわち一九七〇年代以降、時間の社
会学は近代的時間を「計量可能性」「抽象性」「直線性」の三つの性格のもとに把握し
てきたということである。しかしながら同時に、時間の社会学は、ローザの述べるよう
に研究の断片化という問題を伴っていることも明らかになった。この問題に対してわれ
われは、真木の四象限図式がその解決に資する枠組みとなりうることを示唆した。  
 第二章は、近代的時間が現代社会においてどのように変容しているのかを明らかにす
るために費やされた。ここではローザの加速化論の検討によって、現代社会とは時間の
形状の上での「直線性」が弱まっている社会であり、またその一方で時間が急速に過去
へと「流れ去る」性格が強くなっている社会であることが明らかになった。この知見を
ふまえ、われわれは本論文第一章で提示した「計量可能性」「抽象性」「直線性」の三  
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つの性格をもつものとして近代的時間を捉える視座を修正した。より詳しく言えば、本
章を経て、近代的時間とは「計量可能性」「抽象性」「直線性」「流れ去る性質」の四
つの性格からなるものであること、そしてその現代的変容を捉えるためには、特に「流
れ去る性質」に着目する必要があることが明らかになった。要するに本章では、いわば
初期近代の近代的時間と後期近代の近代的時間との差異が明らかになり、後期近代の近
代的時間の特徴として「流れ去る性質」が析出されたのである。  
 第三章では、真木の時間論に着目し、それを内在的に展開することを試みた。具体的
に言えば本章の成果は、真木の比較社会学的な時間論は、近代と非近代とを比較し「生
きられる共時性」のもとに近代的時間を批判する「横の比較社会学」ではなく、近代と
非近代の双方を含む顕在的な「世界」とそれらの基層にある潜在的な〈世界〉とを比較
し「累積する時間」のもとに近代的時間を批判する「縦の比較社会学」として読まれる
ことで、はじめてその批判的潜勢力を最大化されうるということを示したことにある。 
 第四章では、第一部の議論をまとめ、第二部の議論への足がかりを設定した。本論文
は第一部において、第一章での時間の社会学の検討を経て、第二章でローザに依拠しな
がら近代的時間の現代的特性である「流れ去る」性質の強化に光を当て、そして第三章
で真木の時間論を流れ去る時間の病理に対抗するために積み重なる時間を要請する理
論として再構成してきた。この行論から見えてくるのは、時間の「流れ去る」性質こそ
が、近代的時間を対象化しその「磁場」を画定することを目指す時間の社会学が取り組
むべきもっとも重要な主題だということ、そしてそのためには、真木が示したように、
積み重なる時間性に依拠する必要があるということである。  
 次に第二部では、シュッツの時間論に依拠しながら、近代的時間とは別様の「垂直に
積み重なる時間」の析出と、それにもとづく世界認識の可能性について探求した。  
 第五章では、シュッツの時間論と社会理論との関係について考察した。両者の関係は、
彼の時間論が主著『社会的世界の意味構成』第二章の現象学的還元領野の分析で析出さ
れたものであるという事情から、現象学的還元領野の分析と現世的領野の分析とのあい
だの関係として、したがって『意味構成』第二章と第三章との関係として考えることが
できる。そのため本章ではこの関係を、これについてわれわれとは異なった読みを行っ
ている先行研究を導きの糸としながら考察した。その結果明らかになったのは、『意味
構成』第二章が第三章を基礎づける関係にあるということ、したがってシュッツの時間
論は、彼の社会理論を基礎づける関係にあるということである。この作業は、「垂直に
積み重なる時間」にもとづく世界像を呈示するという本論文第二部の目的を果たすため  
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の準備作業として位置づけられる。  
 第六章では、シュッツの時間論を「垂直に積み重なる時間」という語のもとに捉え、
それを過去・現在・未来の時制ごとに研究した。その結果明らかになったのは第一に、
「把持」および「沈殿」概念をもとに描かれる「垂直に積み重なる時間」における過去
は、シュッツが各私的な経験の沈殿物としての「主観的な知識集積」とは区別して、い
わば経験の社会的な沈殿物としての「社会的な知識集積」という概念を呈示しているこ
とから分かるように、社会的な性格をもつものとして、したがって私には到達しえない
「歴史」の領域へも伸び広がるものとして描かれていることである。また第二に、「予
持」概念をもとに描かれる「垂直に積み重なる時間における未来」は、〈既知の一様態
としての未来〉という「規定可能な未規定性」の性格のもとに描かれる未来と、不意打
ち的に到来する〈非知の未来〉という二種類のものとして描かれうるということである。
そして第三に「垂直に積み重なる時間」における現在は、一方で過去と未来によって支
えられながら、他方で過去と未来を規定するという性格をもち、したがってシュッツに
おける現在と過去および未来との関係は「相互基づけ関係」と呼びうることが明らかに
なった。  
 第七章では、シュッツが『意味構成』第四章で呈示した社会的世界論を「垂直に積み
重なる時間」にもとづいて再構成することを試みた。シュッツの社会的世界論は、客観
的時間を共に構成する再想起および予期という対象的志向性を起点に把握すれば、近代
的世界像をエゴロジカルな視点から捉え直したものとして理解されうる。だが「垂直に
積み重なる時間」をなす把持および予持という地平的志向性にもとづいて把握すれば、
それとは異なった像を結ぶことになる。本論文は、地平的志向性を強調しながら社会的
世界論を再構成することにより、現在の「共在者の世界」での経験は、一方で把持によ
って「同時代者の世界」および「先行者の世界」へと、他方で予持によって「後続者の
世界」へと、つねにすでに結びついているという性格をもつということ、しかも把持お
よび予持は現在化作用である以上、同時代者の世界、先行者の世界、後続者の世界は現
在に宿っていると言うほかないということを示した。  
 最後に結論部では、近代的時間にもとづく世界像と「垂直に積み重なる時間」にもと
づく世界像とを比較し、後者の特性を、過去の他者と未来の他者がそのなかでは現在し
ているという点に求めた。そして本論文の結論として、「垂直に積み重なる時間」にも
とづく世界像とは、「マッハの自画像」の白紙の部分に、過去の他者と未来の他者を書
き込んだものだということを示した。  
 
 
